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新 旧 

 

1．総則 

1.1 施行指針 

1.1.2給水装置の定義（P.1） 

１．水道メーターの貸与品は口径 13～40mm とする。また、口径 50 ㎜以上のメーター及び遠隔装置付集中検針の場合は、私設

メーターとする。 

なお、図1-1 給水装置の資産・維持管理において共同住宅等での無償の修繕範囲は第１制水弁までとする。 

 

3．手続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（削除）  

 

1．総則 

1.1 施行指針 

1.1.2給水装置の定義（P.1） 

１．水道メーターの貸与品は口径 13～40mm とする。また、口径 50 ㎜以上のメーター及び遠隔装置付集中検針の場合は、私設

メーターとする。 

 

 

3．手続 

3.2 申請場所（P.15） 

１．熊取水道センターの給水装置工事の業務フローは次の①から④のとおりとする。 

※工事用とは、加入金の権利があり、家の新築や建て替え工事の工事期間中に使用する給水装置のことをいう。 
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新 旧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3 事務手続（Ｐ.16） 

1．事前協議 

(4)その他 

〇開発行為等で将来、企業長へ無償譲渡し、配水管として取り扱われる配管については、別途協議とする。 

〇また、熊取水道センターが求める以下の書類を提出すること。 

提出書類：「事前協議書」（熊取町開発指導要綱に準ずる） 

〇事前協議及び給水同意を終了した後、給水主管工事を申込みする場合は、施行基準に定める書類のほか、以下の書類を提

出する。 

① 事前協議書回答書の写し（回答内容と指示事項の写しも添付）及び給水同意の写し 

② 平面図 

③ 配管詳細図 

④ 断面図 

⑤ 交差図 

⑥ 仮設配管図（必要な場合） 

⑦ 施工手順書（任意様式） 

⑧ 給水主管工事誓約書（別紙3） 

⑨ 他企業管の埋設状況が確認できるもの 

 

 

 

 

3.3 事務手続（Ｐ.16） 

1．事前協議 

(4)その他 

〇開発行為等で将来、企業長へ無償譲渡し、配水管として取り扱われる配管については、別途協議とする。 

〇また、熊取水道センターが求める以下の書類を提出すること。 

提出書類：「事前協議書」（熊取町開発指導要綱に準ずる） 

〇事前協議及び給水同意を終了した後、給水主管工事を申込みする場合は、施行基準に定める書類のほか、以下の書類を提

出する。 

① 事前協議書回答書の写し（回答内容と指示事項の写しも添付）及び給水同意の写し 

② 平面図 

③ 配管平面図 

④ 断面図 

⑤ 交差図 

⑥ 仮設配管図（必要な場合） 

⑦ 施工手順書 

⑧ 他企業管の埋設状況が確認できるもの 
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9．工事完了届及び工事検査の申込み 

給水主管工事の申込みの場合は、施行基準に定める書類のほか、下記の書類を提出する。 

① 竣工図面の電子データ（PDF、DWG及びDXF形式のCADデータ） 

② 既設給水装置の接合替え竣工図の書類及び電子データ（PDF、DWG及びDXF形式のCADデータ） 

③ 工事写真（PDF、画像を貼り付けた電子データ等） 

④ 水圧検査結果報告書（任意様式） 記録紙または写真を添付すること 

⑤ 継手チェックシート及び継手番号管理図 

⑥ 使用材料一覧表（任意様式） 

⑦ その他必要と認めるもの 

 

給水主管 提出書類一覧表 

申 

込 

み 

名称 内容 出力形式 備考 

給水装置工事申込書               － A4モノクロ 様式第1号 

位置図 －  A４モノクロ 申請箇所が容易に把握できるもの 

設計図 平面図 配管位置、管種、口径、延長等 A3又はA1カラー 別途記載例参照 

配管詳細図 材料、継手形状等 A3又はA1カラー 別途記載例参照 

断面図 埋設位置（ヨリ、土被り）、他企業管との離隔 A3又はA1カラー 別途記載例参照 

交差図 他企業管との交差 A3又はA1カラー 別途記載例参照 

仮設配管図                         － A3又はA1カラー 別途記載例参照 

寄付採納願                        － A4モノクロ 様式第6号 

土地掘削占用承諾書（採納用）                        － A4モノクロ 様式第７号 

給水主管工事誓約書                   － A4モノクロ 別紙3 

事前協議回答書（写）                        － A4モノクロ 事前協議回答書の写し 

第32条協議に係わる給水同意(写）                        － A4モノクロ 第32条協議に係わる給水同意の写し 

着 

手 
 
 
 
 

ま 

で 

に 

 使用材料一覧表 材料名、規格寸法、個数、メーカー名等 A４モノクロ 任意様式 

 洗管料の領収書（写）               － A４モノクロ 洗管料の領収書の写し 

竣 

工 

検 

査 

給水装置工事完了届及び検査申請書               － A4モノクロ 様式第12号 

給水装置工事主任技術者が行う自主検査表               － A4モノクロ 様式第13-1号 

位置図               － A4カラー 申請箇所が容易に把握できるもの 

竣工図 平面図 配管位置、管種、口径、延長等 A3又はA1カラー 別途記載例参照 

配管詳細図 材料、継手形状等 A3又はA1カラー 別途記載例参照 

断面図 埋設位置（ヨリ、土被り）、他企業管との離隔 A3又はA1カラー 別途記載例参照 

交差図 他企業管との交差 A3又はA1カラー 別途記載例参照 

給水装置工事竣工図面 －     A3カラー 様式第2号 

工事写真    － A4カラー 任意様式 

水圧検査結果報告書               － A4カラー 任意様式 

継手チェックシート及び継手番号管理図               － A４モノクロ、A3カラー           － 

使用材料一覧表 材料名、規格寸法、個数、メーカー名等 A４モノクロ 任意様式 

電子データ（CD-R） 竣工図、工事写真 図面（PDF、DXF、DWG）、写真（PDF、オリジナルデータ） 

その他必要と認めるもの    

完
了
後 

寄付採納願                                                                        

－ 

A4モノクロ 様式第6号 

 

（新規）  
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5．施工   

5.1 指定材料及び配管方法（P.67） 

２．配水管等の取付口から敷地内までの配管例や管種等は以下を標準とする。 

 

給水管口径 （ｍｍ） １３～４０ ５０～１００ １５０～２００ 

管  種 PP2層管 PE管 DIP 1種管 

継手形式 ワンタッチ式継手 EF融着 GX 

一次止水栓 ボール式止水栓※１ 
ソフトシール仕切弁 

(ＰＥ形・一体型) 

ソフトシール仕切弁 

(ＧＸ形・一体型) 

メーター 

直結止水栓 

伸縮継手付直結止水栓 （逆流

防止弁内蔵ボール式） 

ソフトシール仕切弁 

(ＰＥ形・一体型) 

ソフトシール仕切弁 

(ＧＸ形・一体型) 

配水管穿孔 

断面防食対策 
密着コア 

密着コアまたは 

防食コア 
防食コア 

明示シート 必要 必要 必要 

標示ピン 必要 必要 必要 

ロケーティング 

ワイヤー 
必要 必要 必要 

浸透防止・浸食防止 

スリーブ 
浸透防止スリーブ※２ 浸透防止スリーブ※２ ポリエチレンスリーブ 

備   考   内面ｴﾎﾟｷｼ樹脂粉体塗装 

技能配管講習 

受講修了者 
× 〇 〇 

 

※1）  口径40㎜については、青銅製仕切弁とする。 

※2）  浸透防止スリーブについては、国府道設置の場合のみ。 

注 1)  給水管口径 75～100mmについても、分岐配水管口径や国府道部分においてはGX形となる場合があるので、協議必

要。 

注 2)  既設引込給水管（分岐部から一次止水栓まで）の管種が HIVP の場合は、一次止水栓からメーター直結止水栓までの

管種をHIVPとすることができる。 

注 3)  口径 40㎜以上の給水管をセンターラインのある道路の対向車線側より分岐する場合は、分岐部付近に止水栓又は仕

切弁を設置すること。車道部分に設置する仕切弁鉄蓋については、熊取水道センターの仕様とすること。 

但し、不断水穿孔において水平で施工し、弁操作が可能であれば不断水仕切弁を本設仕切弁として代用しても良い

が、配水管への輪荷重の影響を避けるため、熊取水道センターが指定する弁室の構造とすること。 

弁室の構造は P12. 5.2.3仕切弁等の設置の記載図のとおりとする。 

 

 

5．施工   

5.1 指定材料及び配管方法（P.67） 

２．配水管等の取付口から敷地内までの配管例や管種等は以下を標準とする。 

 

給水管口径 （ｍｍ） １３～４０ ５０～１００ １５０～２００ 

管  種 PP2層管 PE管 DIP 1種管 

継手形式 ワンタッチ式継手 EF融着 GX 

一次止水栓 ボール式止水栓※１ 
ソフトシール仕切弁 

(ＰＥ形・一体型) 

ソフトシール仕切弁 

(ＧＸ形・一体型) 

メーター 

直結止水栓 

伸縮継手付直結止水栓 （逆流

防止弁内蔵ボール式） 

ソフトシール仕切弁 

(ＰＥ形・一体型) 

ソフトシール仕切弁 

(ＧＸ形・一体型) 

配水管穿孔 

断面防食対策 
密着コア 

密着コアまたは 

防食コア 
防食コア 

明示シート 必要 必要 必要 

標示ピン 必要 必要 必要 

ロケーティング 

ワイヤー 
必要 必要 必要 

浸透防止・浸食防止 

スリーブ 
浸透防止スリーブ※２ 浸透防止スリーブ※２ ポリエチレンスリーブ 

備   考   内面ｴﾎﾟｷｼ樹脂粉体塗装 

技能配管講習 

受講修了者 
× 〇 〇 

 

※1）  口径40㎜については、青銅製仕切弁とする。 

※2）  浸透防止スリーブについては、国府道設置の場合のみ。 

注1)  給水管口径75～100mmについても、分岐配水管口径や国府道部分においてはGX形となる場合があるので、協議必

要。 

注2)  既設引込給水管（分岐部から一次止水栓まで）の管種がHIVPの場合は、一次止水栓からメーター直結止水栓までの

管種をHIVPとすることができる。 

注3)  口径40㎜以上の止水栓又は仕切弁をセンターラインのある道路の対向車線側より分岐する場合は、分岐部付近に止

水栓又は仕切弁を設置すること。車道部分に設置する仕切弁鉄蓋については、熊取水道センターの仕様とすること。 

但し、不断水穿孔において水平で施工し、弁操作が可能であれば不断水仕切弁を本設仕切弁として代用しても良い

が、配水管への輪荷重の影響を避けるため、熊取水道センターが指定する弁室の構造とすること。 

弁室の構造はP12. 5.2.3仕切弁等の設置の記載図のとおりとする。 
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〇口径20～30㎜ 

 

 

 

 

〇口径20～40㎜ 
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新 旧 

 

〇口径40mm 

 

項 目 種 類 

①分 水 サドル付分水栓 A形（ボール式）※1  

②継 手 PPワンタッチ式継手  分止水栓用ソケット 

③継 手 PPワンタッチ式継手 90°ベンド又はメーター用ソケット 

④直結止水栓 伸縮継手付直結止水栓（逆流防止弁内蔵ボール式） 

⑤メーター φ40 （公設メーター） 

⑥メーター２次側 HIナットシモク 

⑦メーター上流側止水栓 青銅製仕切弁 

⑧メーター下流側止水栓 青銅製仕切弁 

⑨管種 水道用ポリエチレン２層管 １種 ＪＩＳ Ｋ６７４２ 

⑩管保護 浸透防止スリーブ（国府道埋設時のみ使用） 

⑪明示ピン 給水管用 

※1  密着コア又は防食コア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新規） 
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〇口径50mm 

項 目 種 類 

①分水 不断水割丁字管又はサドル付分水栓 ※1  

②継手 分止水栓用ＥＦソケット 

③メーター上流側止水栓 ソフトシール仕切弁（ＰＥ形・一体型）   

④メーター φ50 （私設メーター） 

⑤逆止弁 上水フランジ＋逆止弁 

⑥メーター下流側止水栓 ソフトシール仕切弁（ＰＥ形・一体型） 

⑦管種 ＰE管 

⑧管保護 浸透防止スリーブ（国府道埋設時のみ使用） 

⑨継手 フランジ付伸縮継手 

 

〇口径75mm～100ｍｍ 

項 目 種 類 

①分水 不断水割丁字管（VK型） 防食コア GFパッキン使用すること 

②仕切弁 ソフトシール仕切弁（ＰＥ形・一体型）   

③メーター φ75～φ100 （私設メーター） 

④逆止弁 逆止弁 

⑤メーター下流側仕切弁 ソフトシール仕切弁（PE形形・一体型） 

⑥管種 ※1 ＰＥ管 

⑦管保護 浸透防止スリーブ （国府道埋設時のみ使用） 

⑧継手 フランジ付伸縮継手 

 

 

7．検査 

7.1. 主任技術者が行う竣工検査（P.101） 

１．提出書類についての留意事項は以下のとおりとする。 

 〇平面図 

  ・分岐部・一次止水栓及びメーターが確認できるようオフセットの記入 

  ・給水管の埋設深さの状況 

 〇写真 

  ・分岐部の穿孔部分に密着コアまたは防食コアの設置状況 

  ・給水管の埋設深さの状況 

  ・給水管の接合状況 

  ・サドル付水栓及び給水装置の耐圧試験状況（記録紙を含む。） 

  ・メーター下流部の水圧テスト状況（加圧直後と 10分後の２回。） 

※記録チャートでも可とする。（但し、臨時栓については不要） 

 

 

〇口径50mm 

項 目 種 類 

①分水 不断水割丁字管又はサドル付分水栓 ※1  

②継手 分止水栓用ＥＦソケット 

③メーター上流側止水栓 ソフトシール仕切弁（ＰＥ形・一体型）   

④メーター φ50 （私設メーター） 

⑤逆止弁 上水フランジ＋逆止弁 

⑥メーター下流側止水栓 ソフトシール仕切弁（ＰＥ形・一体型） 

⑦管種 ＰE管 

⑧管保護 浸透防止スリーブ 

⑨継手 フランジ付伸縮継手 

 

〇口径75mm～100ｍｍ 

項 目 種 類 

①分水 不断水割丁字管（VK型） 防食コア GFパッキン使用すること 

②仕切弁 ソフトシール仕切弁（ＰＥ形・一体型）   

③メーター φ75～φ100 （私設メーター） 

④逆止弁 逆止弁 

⑤メーター下流側仕切弁 ソフトシール仕切弁（PE形形・一体型） 

⑥管種 ※1 ＰＥ管 

⑦管保護 浸透防止スリーブ  

⑧継手 フランジ付伸縮継手 

 

 

7．検査 

7.1. 主任技術者が行う竣工検査（P.101） 

１．提出書類についての留意事項は以下のとおりとする。 

 〇平面図 

  ・分岐部・一次止水栓及びメーターが確認できるようオフセットの記入 

  ・給水管の埋設深さの状況 

 〇写真 

  ・分岐部の穿孔部分に密着コアまたは防食コアの設置状況 

  ・給水管の埋設深さの状況 

  ・給水管の接合状況 

  ・サドル付水栓及び給水装置の耐圧試験状況（記録紙を含む。） 

  ・メーター下流部の水圧テスト状況（加圧直後と 10分後の２回。）※記録チャートでも可とする。 
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新 旧 

 

7.2. 企業団が行う検査（P.103） 

3．検査内容 

(1)分岐工事検査 

②穿孔前の水圧検査 

ア．水圧検査 

水圧検査の方法は一般的に次のとおりである。 

管内の残留空気の排除や、管種によっては管内の吸水の影響を少なくするため、水圧検査は管内に充水後一昼夜程度経過

してから行うことが望ましい。検査は検査水圧まで加圧した後一定時間保持し、その間の管路の異常の有無及び圧力の変化

を調査する。検査水圧、保持時間及び許容圧力低下量については、表7-4-2のとおりとする。 

 

水圧検査方法は以下の内容を遵守し、表7-4-2のとおり行うこと。 

ア．給水管 

（ⅰ）．給水管の水圧検査は、分水栓を穿孔する前に実施すること。 

（ⅱ）．検査箇所は引き込む給水管全数とし、全て写真で管理すること。 

（ⅲ）．熊取水道センター職員が指示した場所については立会いを受けること。 

イ．給水主管 

（ⅰ）．新設する給水主管については、水圧検査を実施すること。水圧検査の開始時と終了時は、熊取水道センター職員の立

会いを受けること。 

（ⅱ）．検査作業に必要な材料、加圧機器及び電力設備等は、指定工事業者が準備しなければならない。 

（ⅲ）．水圧検査の結果は全て記録し、その報告書を提出すること。 

 

表7-4-2 水圧検査方法（熊取水道センター） 

種 別 水圧検査方法 立会頻度 写真管理 

給 水 管 管路水圧（サドル又は不断水T字管～止水栓）

を 0.75MPaに上昇後、10分間放置 

※この時、サドル分水栓のコックは開とする。 

             ↓ 

0.60MPa以上あれば合格 

1給水装置毎 

（穿孔前）に 1回 

配管状況、テストポンプ及び

ゲージ、黒板が確認できるも

の 

※見づらくなる場合は別途近

景で撮影すること。 

給水主管 管路水圧（全路線）を 0.75MPaに上昇後、 

1時間放置 

※チャート紙にて計測 

             ↓ 

0.65MPa以上あれば合格 

水圧検査が可能な

範囲毎に立会いを

行う。開始時、3

分、10分、30分、

終了時に 1回ずつ    

(写真記録を行う) 

配管状況、テストポンプ及び

ゲージ、黒板が確認できるも

の 

※見づらくなる場合は別途近

景で撮影すること 
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